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※｢環；！：'蔔齢 ｢湖数に.にはないが を 経由してうける力

静止しているなら.
.（合力の大きさ）=0
-（モーメントの和）=0..斄讜懿𧄍が成立する。そして、回転の中心をどこにとっても

F i t た = W （棒AB）・・・の
（モーメントの和） より

w . I _た。 1 =0 （棒AB.Aのまわり）い②
② より

たき
① より六二Weた=I （たときはEで同じとわかった）

（合力の大きさ）=0よ
N = F a t w （棒BC）

ここでだE'なので代入して

N= I n



11回 続き
（2
（モーメントの和）=0よ

ここでN=EWなので空韲？"'棒が
味わい

を
W . f - EW(etc）=0 Cのまわりで

考えることで
Eを無視できる.⇒ E w x = w e

* F. .たの向きの考察

※！！_！！

"

！※杏
明数....のだろうか｡

このようなパターンは

棒CDに関しては、
1合カ）=0.（モーメントの和）

が成立しそうだが、

棒ABに関しては
1モーメントの和）=0

が成立しないことになる。
なのでこのパターンはないのだ。

力の向きに迷ったら、ひとまず書いてみて、 条件と矛盾が
ないか考える.というのも有効である.


